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1． 概 要 

 

1-1 本仕様書は、国土交通省防災ネットワークにおいて使用するディジタル端局装置（マ

ルチパス対応イーサネット方式）に適用する。 

 

1-2 本装置は、電気通信事業法等の関係法令並びに TTC 標準 ITU-T 勧告及び IEEE 標準、

IETF 標準に準拠したものであること。 

 

1-3 本装置は装置単体による経路制御機能の自律動作が可能である他、専用コントローラ

からの集中制御により、経路制御、論理構成設定等が可能なハイブリッド型のネット

ワーク制御方式に対応するものとする。本仕様書ではディジタル端局装置（マルチパ

ス対応イーサネット方式）の本体仕様と自律分散制御系の機能仕様について規定する

ものとし、専用コントローラとの接続、集中制御に関する機能等については、『ディジ

タル端局装置（マルチパス対応イーサネット方式）コントローラ機能仕様書』にて規

定する。 

 

1-4 本装置は次の装置で構成する 

(1) マルチパス伝送装置 

(2) 光インタフェース装置（マルチパス伝送装置用） 

(3) 光中継増幅装置（マルチパス伝送装置用） 

(4) トラフィックセンサ 

(5) スイッチボックス 

  

1-5 本装置を適用したシステム全体構成図例は付図-1～付図-3の通りとする 

 

1-6 本装置の機器構成図例は付図-4～付図-7 の通りとする 

 

1-7 本装置の構成品一覧例は付表－1の通りとする。 

 
 

 



 

 

2． マルチパス伝送装置（モジュール型） 

2-1 装置概要 

2-1-1  本装置は国土交通省防災ネットワークにおいて、マルチパス対応イーサネット

方式によるネットワークを構築するためのモジュール型大容量伝送装置である。

本装置は WAN（光ファイバ網）をメッシュ型に構成する機能を有するとともに、

マイクロ網（6M、52M）との接続により光ファイバ網-マイクロ網間においても

経路制御を可能とすることで耐災害性に強い防災ネットワークを構築するため

の装置である。 

 

 

2-1-2 構成 

  本装置は、基本部、インタフェース部、監視制御部、電源部により構成される。 

 

2-1-3 本装置の要目は次のとおり 

項 項 目 仕  様 

1 ネットワーク形態 ループ型、カスケード型、メッシュ型 

2 接続許容段数 128 段以上 

3 
モジュール 

（実装時に選択） 

10GBASE-R モジュール 

1000BASE-X モジュール 

無線接続部（モジュール型の場合） 

4 
インタフェース 

（実装時に選択） 

SFP＋

(LAN/WAN) 

SFP 

(LAN/WAN) 

SFP 

(LAN) 
マイクロ SFP(WAN) 

10GBASE-SR 

10GBASE-LR 

10GBASE-ER 

10GBASE-ZR 

1000BASE-ZX 

1000BASE-SX 

1000BASE-LX  

1000BASE-T 
52M（TTC JT-G.957） 

6M（TTC JT-G.703） 

5 WAN 方路数 4 方路以上 

6 LAN 方路数 8 方路以上 

7 電源部 二重化（AC/DC の混在二重化が可能なこと） 

 

 

2-1-4 構造・外囲条件 

(1) 構造    ・19 インチラックに搭載可能であること。 

(2) 電源  ・AC100V±10% 50/60Hz 

または DC-48V 

(3) 温度     ・0℃～40℃ 

(4) 湿度     ・20％～80％（結露無きこと） 

 

2-2 機 能 

2-2-1 基本部 

(1) 基本機能 

① モジュール実装数 ・各種モジュールを 2枚以上搭載可能なこと。 

② 性 能 

1) バックプレーン容量 ・500Gbps 以上 

2) パケット転送能力 ・355Mpps 以上 

 

 



 

 

③ 多段接続    ・最大 128 台以上の多段接続が可能なこと。 

④ 障害迂回機能 ・ネットワーク構築時の物理トポロジおよび論理

トポロジがループ型の場合、リングプロテクショ

ン機能による高速迂回が可能なこと。 

・ファイバ断や装置電源断の障害時は上記機能に

よりイーサネットの出力端において 500ms 以内

に自動で通信が復旧可能であること。 

・回線障害が復旧した後、装置が自動的に回線復

旧を認識し通信経路を確立すること。  

・遠隔制御により手動で回線の切替が可能である

こと。 

・適用トポロジがメッシュ型の場合、イーサネッ

トのマルチパス機能(RFC6325 または

IEEE802.1aq 相当)による高速迂回が可能なこと。 

⑤ スタック機能 ・マルチパス伝送装置を 2台用いたスタック構成

が可能なこと。またスタック構成時に複数シャー

シをまたいだリングアグリゲーション接続（マル

チパス伝送装置と接続する装置側から見て、2台

のマルチパス伝送装置ではなく 1台のマルチパ

ス伝送装置とリンクアグリゲーション接続して

いるように見える）が可能であること。 

⑥ 障害復旧機能 ・装置障害による交換時には、新装置が同一リン

グ内の他装置から設定情報を取り込み、短時間で

自動的に運用再開が可能であること。  

⑦ 優先制御機能   ・CoS を識別子とした優先制御が行えること。 

・上記に関し、リアルタイム通信におけるノード

内単体処理の遅延＋ジッタが、輻輳時においても

200μs 以内を保証可能であること。 

・上記に関し、非優先データ通信帯域の最低保証

設定が可能であること。 

・レイヤ 2～レイヤ 4ヘッダ内の各種識別フィー

ルド内の情報の組み合わせによる優先制御が行

えること。      

(2)レイヤ 2スイッチ機能 

① L2 設定機能 ・ループ型、カスケード型、メッシュ型の各物理

トポロジ上に、完全に独立した状態で複数論理ネ

ットワーク（ブロードキャストドメイン）を構築

可能なこと。 

・上記論理ネットワーク上で TAG-VLAN（IEEE 

802.1Q）を使用可能なこと。 

② L2 自律動作機能  

・TRILL（RFC6325 準拠）または SPB（IEEE802.1aq

準拠）の自動経路設定機能を有すること。 

・イコールコストマルチパスによる拠点間通信経

路の冗長化とトラフィック分散が自動的に行わ

れること。 

③ 帯域制限機能 ・物理ポート単位または論理ネットワーク単位で

使用する帯域の上限設定が可能なこと。上限設定

を超えたトラフィックに関しては該当トラフィ

ックの入力時または出力時に廃棄可能なこと。 



 

 

④ マルチキャスト ・不要ポートに対するマルチキャストパケットの

フラッディングを抑制可能なこと 

⑤ 端末収容機能 ・リンクアグリゲーションによる端末収容が可能

なこと。 

⑥ その他 ・ジャンボフレームに対応可能なこと。（最大 10K

バイト） 

 

2-2-2 インタフェース部 

(1) 基本機能 ・SFP または SFP+等の実装スロットを有し、伝送

速度や伝送距離などの接続条件に応じて以下のモ

ジュールから選択して搭載可能なこと。 

・利用する OS は基本部の OS と同一のバージョン

レベルとする。 

・WAN 方路として利用する場合、マルチパス対応イ

ーサネットフレームの送受信に対応した WAN ポー

トが設定可能なこと。 

・LAN ポートと WAN ポートの相互間でフレーム変換

が可能なこと。 

(2) モジュール 

① 10GBASE-R モジュール 

1) ポート数 ・ 10GBASE-R(SFP＋ )、 1000BASE-X(SFP)または

1000BASE-T(SFP)を×12ポート以上 

2) パケット転送能力 ・基本部のパケット転送能力による 

3) 適合規格 ・10GBASE-R：IEEE 802.3ae に準拠 

・1000BASE-X：IEEE 802.3ｚに準拠 

・1000BASE-T：IEEE 802.3ab に準拠 

 

② 1000BASE-X モジュール 

1) ポート数 ・1000BASE-X(SFP)または 1000BASE-T(SFP)を×12

ポート以上 

2) パケット転送能力 ・基本部のパケット転送能力による 

3) 適合規格  ・1000BASE-X：IEEE 802.3z に準拠 

・1000BASE-T：IEEE 802.3ab に準拠 

 

③ 無線接続部 

1) 基本部               ・国電通仕第 30,31,33～36,48～50 号準拠の多重  

                             無線装置(6.3Mbps,52Mbps)と接続可能な無線機 

                             IF 部を有し、無線回線をメッシュ網の一部とし 

                             てディジタル端局装置の WAN 方路に収容可能な 

                             こと。 

                 ・設定により 6M×nCH 分（最大 8CH）をまとめて 

          １方路分の帯域に割り当て可能なこと。 

・マルチパス伝送装置との接続にあたっては別筐

体収容による 1000BASE-T などのインタフェース

経由接続、もしくは本体モジュール部に直接収容

のいずれかによるものとする。 

・集中制御用のトラフィック可視化機能として、

無線機 IFを通過する全フレーム情報を収集可能

なこと。 

・MPE コントロールサーバからの指示により、収



 

 

集したトラフィック情報の送信処理、再送処理な

どが行なえること 

2) 無線機 IF部伝送速度 ・１方路あたり 6.3Mbps×1(最大 6.3Mbps×8)ま     

                             たは 1方路あたり 52Mbps×1 

3) 収容 WAN 方路数         ・2 方路以上 

 

2-2-3 監視制御部 

(1) 基本機能 

① 管理プロトコル ・SNMP および RFC1213 準拠の標準 MIB をｻﾎﾟｰﾄし

ていること。 

② 遠隔監視制御 ・telnet によるﾘﾓｰﾄｱｸｾｽが可能なこと。 

・Web ブラウザにて、リング全体モニタ、詳細モ

ニタ、データ設定、ダウンロード等の各種システ

ム制御が可能であること。 

(2) 運用／保全機能 

① アクセス制限      ・ユーザ ID およびパスワードにより本体装置に対

するアクセス制御が可能なこと。 

② 設定管理        ・構成定義情報をテキスト形式で保存可能である

こと。 

③ 停電／復電制御  ・停電時にシャットダウン処理を必要としないこ

と。 

・復電時に運用状態への自動復旧が可能なこと。 

④ 統計情報 ・優先制御のクラス毎に統計情報（要求/割当バイ

ト数等）が採取可能なこと。 

・上記に関し、装置単位及びリング全体での採取

が可能なこと。 

⑤ 装置追加/移設 ・事前に構成定義情報を既存のリング内装置に設

定しておく等の手法により、緊急時に構成定義情

報等の設定変更操作を伴わずに装置を迅速に網に

追加可能なこと。 

・リング内での装置移設が構成定義情報の変更無

く任意の区間に可能なこと。 

(3) 集中制御機能 

① コントローラ接続機能  ・専用コントローラからの指示による遠隔監視制

御が可能なこと 

・LAN/WAN インタフェースを介したマルチパス伝送

装置間の接続時に、専用コントローラ接続用の制

御ラインを LAN/WAN 接続回線のインバンド内に自

動構築可能なこと。 

② 論理設定機能 ・VLAN 作成や論理ネットワークに対する帯域制限

設定、優先制御設定などが専用コントローラより

一括で行なえること。 

③ 経路制御機能 ・レイヤ 2～レイヤ 4ヘッダ内の各種識別フィール

ド内の情報の組み合わせに対し、専用コントロー

ラから任意ルートの割り付けが可能なこと。 

 また各現場ノードが有する自律動作用のルーテ

ィングブリッジテーブルを、上記割り付け結果に

より専用コントローラから上書き可能な事。 

④ 構成情報管理機能    ・基本ソフトの版数管理、バージョンアップ対応

などが専用コントローラから一括で行えること。 



 

 

・構成定義情報の管理が専用コントローラから一

括で行えること。 

⑤ ミラーポート機能    ・集中制御時の必須機能となるトラフィック可視

化のために、WAN ポートのトラフィックを任意の

LAN ポートにミラー出力可能なこと。 

 
 



 

 

3． マルチパス伝送装置（固定型） 

3-1 装置概要 

3-1-1   本装置は国土交通省防災ネットワークにおいて、マルチパス対応イーサネッ

ト方式によるネットワークを構築するための固定型伝送装置である。本装置

は WAN（光ファイバ網）をメッシュ型に構成する機能を有するとともに、マイ

クロ網（6M、52M、100M）との接続により光ファイバ網-マイクロ網間におい

ても経路制御を可能とすることで耐災害性に強い防災ネットワークを構築す

るための装置である。 

 機器構成は以下の通りとする。 

 

項 項 目 仕  様 

1 ネットワーク形態 ループ型、カスケード型、メッシュ型 

2 接続許容段数 128 段以上 

3 
インタフェース 

（実装時に選択） 

SFP+（WAN） SFP(LAN/WAN) マイクロ SFP(WAN) 

10GBASE-SR 

10GBASE-LR 

10GBASE-ER 

10GBASE-ZR 

1000BASE-ZX 

1000BASE-SX 

1000BASE-LX  

1000BASE-T 

100BASE-TX 

52M（TTC JT-G.957） 

6M（TTC JT-G.703） 

4 WAN 方路数 SFP+/SFP 及びマイクロ SFP を各 2方路以上 

5 LAN 方路数 8 方路以上 

6 電源部 
二重化（AC/DC の混在二重化が可能なこと）または一

重化（ACまたは DC） 

 

3-1-2 構造・外囲条件 

(1) 構造         ・19 インチラック（2U以下）に搭載可能であること。 

(2) 電源         ・AC100V±10% 50/60Hz または DC-48V 

(3) 温度         ・-10℃～55℃ 

(4) 湿度         ・20％～90％（結露無きこと） 

 

3-2 機 能 

3-2-1 基本部 

(1) 基本機能 

① 性 能 

1) バックプレーン容量 ・60Gbps 以上 

2) パケット転送能力 ・40Mpps 以上 

② 多段接続    ・最大 128 台以上の多段接続が可能なこと。 

③ 障害迂回機能 ・ネットワーク構築時の物理トポロジおよび論理

トポロジがループ型の場合、リングプロテクショ

ン機能による高速迂回が可能なこと。 

・ファイバ断や装置電源断の障害時は上記機能に

よりイーサネットの出力端において 500ms 以内

に自動で通信が復旧可能であること。 

・回線障害が復旧した後、装置が自動的に回線復

旧を認識し通信経路を確立すること。  

・遠隔制御により手動で回線の切替が可能である

こと。 

・適用トポロジがメッシュ型の場合、イーサネッ

トのマルチパス機能(RFC6325 または



 

 

IEEE802.1aq 相当)による高速迂回が可能なこと。 

④ 障害復旧機能 ・装置障害による交換時には、新装置が同一リン

グ内の他装置から設定情報を取り込み、短時間で

自動的に運用再開が可能であること。  

⑤ 優先制御機能   ・CoS を識別子とした優先制御が行えること。 

・上記に関し、リアルタイム通信におけるノード

内単体処理の遅延＋ジッタが、輻輳時においても

200μs 以内を保証可能であること。 

・上記に関し、非優先データ通信帯域の最低保証

設定が可能であること。 

・レイヤ 2～レイヤ 4ヘッダ内の各種識別フィー

ルド内の情報の組み合わせによる優先制御が行

えること。 

⑥ 6M マイクログループ化機能 ・設定により 6M×nCH 分（最大 8CH）をまとめて           

         １方路分の帯域に割り当て可能なこと。 

 

(2)レイヤ 2スイッチ機能 

①L2設定機能 ・ループ型、カスケード型、メッシュ型の各物理

トポロジ上に、完全に独立した状態で複数論理ネ

ットワーク（ブロードキャストドメイン）を構築

可能なこと。 

・上記論理ネットワーク上で TAG-VLAN（IEEE 

802.1Q）を使用可能なこと。 

② L2 自律動作機能 ・TRILL（RFC6325 準拠）または SPB（IEEE802.1aq

準拠）の自動経路設定機能を有すること。 

・イコールコストマルチパスによる拠点間通信経

路の冗長化とトラフィック分散が自動的に行わ

れること。 

③ 帯域制限機能 ・物理ポート単位または論理ネットワーク単位で

使用する帯域の上限設定が可能なこと。上限設定

を超えたトラフィックに関しては該当トラフィ

ックの入力時または出力時に廃棄可能なこと。 

④ マルチキャスト ・不要ポートに対するマルチキャストパケットの

フラッディングを抑制可能なこと 

⑤ 端末収容機能 ・リンクアグリゲーションによる端末収容が可能

なこと。 

⑥ その他 ・ジャンボフレームに対応可能なこと。（最大 10K

バイト） 

3-2-2 監視制御部 

(1) 基本機能 

① 管理プロトコル ・SNMP および RFC1213 準拠の標準 MIB をｻﾎﾟｰﾄし

ていること。 

② 遠隔監視制御 ・telnet によるﾘﾓｰﾄｱｸｾｽが可能なこと。 

・Web ブラウザにて、リング全体モニタ、詳細モ

ニタ、データ設定、ダウンロード等の各種システ

ム制御が可能であること。 

(2) 運用／保全機能 

① アクセス制限      ・ユーザ ID およびパスワードにより本体装置に

対するアクセス制御が可能なこと。 

② 設定管理         ・構成定義情報をテキスト形式で保存可能である



 

 

こと。 

③ 停電／復電制御  ・停電時にシャットダウン処理を必要としないこ

と。 

 ・復電時に運用状態への自動復旧が可能なこと。 

④ 統計情報  ・優先制御のクラス毎に統計情報（要求/割当バ

イト数等）が採取可能なこと。 

 ・上記に関し、装置単位及びリング全体での採取

が可能なこと。 

⑤ 装置追加/移設  ・事前に構成定義情報を既存のリング内装置に設

定しておく等の手法により、緊急時に構成定義情

報等の設定変更操作を伴わずに装置を迅速に網に

追加可能なこと。 

 ・リング内での装置移設が構成定義情報の変更無

く任意の区間に可能なこと。 

(3) 集中制御機能 

① コントローラ接続機能  ・専用コントローラからの指示による遠隔監視制

御が可能なこと 

・LAN/WAN インタフェースを介したマルチパス伝送

装置間の接続時に、専用コントローラ接続用の制

御ラインを LAN/WAN 接続回線のインバンド内に自

動構築可能なこと。 

② 論理設定機能 ・VLAN 作成や論理ネットワークに対する帯域制限

設定、優先制御設定などが専用コントローラより

一括で行なえること。 

③ 経路制御機能 ・レイヤ 2～レイヤ 4ヘッダ内の各種識別フィール

ド内の情報の組み合わせに対し、専用コントロー

ラから任意ルートの割り付けが可能なこと。 

 また各現場ノードが有する自律動作用のルーテ

ィングブリッジテーブルを、上記割り付け結果に

より専用コントローラから上書き可能な事。 

④ 構成情報管理機能    ・基本ソフトの版数管理、バージョンアップ対応

などが専用コントローラから一括で行えること。 

・構成定義情報の管理が専用コントローラから一

括で行えること。 

⑤ トラフィックセンサ機能 ・集中制御用のトラフィック可視化機能として、

WAN 方路を通過する全フレーム情報を収集可能な

こと。 

・MPE コントロールサーバからの指示により、収

集したトラフィック情報の送信処理、再送処理な

どが行なえること 

 
 
 
 
 
 
 
 
4． インタフェース仕様 

4-1 概要 



 

 

本インタフェースは、マルチパス伝送装置（モジュール型）及びマルチパス伝送装置（固

定型）の各装置に実装して使用するインタフェースで、本体との互換性認定があるものと

する。 

(1) インタフェース（SFP＋） 

①10 ｷﾞｶﾞﾋﾞｯﾄｲｰｻﾈｯﾄ長距離インタフェース(10GBASE-ZR) 

1) 伝送速度   ・10Gbps 全二重 

2) 適用波長   ・1.55μm帯 

3) 光送信レベル  ・0dBm 以上 

4) 最小光受信レベル ・-24dBm 以下 

5) リンクバジェット ・24dB 

6) 適合規格   ・IEEE802.3ae（※送受信レベル以外）に準拠 

② 10 ｷﾞｶﾞﾋﾞｯﾄｲｰｻﾈｯﾄ中距離インタフェース(10GBASE-ER) 

1) 伝送速度   ・10Gbps 全二重 

2) 適用波長   ・1.55μm帯 

3) 光送信レベル  ・-4.7dBm 以上 

4) 最小光受信レベル ・-15.8dBm 以下 

5) リンクバジェット ・11.1dB 

6) 適合規格   ・IEEE802.3ae に準拠 

③ 10 ｷﾞｶﾞﾋﾞｯﾄｲｰｻﾈｯﾄ短距離インタフェース(10GBASE-LR) 

1) 伝送速度   ・10Gbps 全二重 

2) 適用波長   ・1.31μm帯 

3) 光送信レベル  ・-8.2dBm 以上 

4) 最小光受信レベル ・-14.4dBm 以下 

5) リンクバジェット ・6.2dB 

6) 適合規格   ・IEEE802.3ae に準拠 

④ 10 ｷﾞｶﾞﾋﾞｯﾄｲｰｻﾈｯﾄ局内インタフェース(10GBASE-SR) 

1) 伝送速度   ・10Gbps 全二重 

2) 適用波長   ・850nm 帯 

3) 光送信レベル  ・-7.3dBm 以上 

4) 最小光受信レベル ・-9.9dBm 以下 

5) リンクバジェット ・2.6dB 

6) 適合規格   ・IEEE802.3ae に準拠 

(2) インタフェース（SFP） 

① ｷﾞｶﾞﾋﾞｯﾄｲｰｻﾈｯﾄ中距離インタフェース(1000BASE-ZX)  

1) 伝送速度   ・1Gbps 全二重 

2) 適用波長   ・1.55μm帯 

3) 光送信レベル  ・0dBm 以上 

4) 最小光受信レベル ・-23dBm 以下 

5) リンクバジェット ・23dB 

6) 適合規格   ・IEEE802.3z（※送受信レベル以外）に準拠 

② ｷﾞｶﾞﾋﾞｯﾄｲｰｻﾈｯﾄ短距離インタフェース(1000BASE-LX)  

1) 伝送速度   ・1Gbps 全二重 

2) 適用波長   ・1.31μm帯 

3) 光送信レベル  ・-9.5dBm 以上 

4) 最小光受信レベル ・-19dBm 以下 

5) リンクバジェット ・9.5dB 

6) 適合規格   ・IEEE802.3z に準拠 

③ ｷﾞｶﾞﾋﾞｯﾄｲｰｻﾈｯﾄ局内インタフェース 1(1000BASE-SX) 

1) 伝送速度   ・1Gbps 全二重 

2) 適用波長   ・850nm 帯 



 

 

3) 光送信レベル  ・-9.5dBm 以上 

4) 最小光受信レベル ・-17dBm 以下 

5) リンクバジェット ・7.5dB 

6) 適合規格   ・IEEE802.3z に準拠 

④ ｷﾞｶﾞﾋﾞｯﾄｲｰｻﾈｯﾄ局内インタフェース 2(1000BASE-T) 

1) 伝送速度   ・1Gbps 全二重 

2) 伝送距離 ・UTP ｶﾃｺﾞﾘ 5e ｹｰﾌﾞﾙを使用して 100m 無中継で通

信可能であること。 

3) 適合規格    ・IEEE802.3ab に準拠 

(3) マイクロインタフェース（SFP） 

① 52M-IF 

1) 無線 IF   ・52Mbps（TTC JT-G.957）全二重 

2) クロック同期方式 ・回線従属、自走を設定変更可能なこと 

② 6M-IF 

1) 無線 IF    ・6.3Mbps（TTC JT-G.703）全二重 

2) クロック同期方式 ・回線従属、自走を設定変更可能なこと 

③100BASE-TX（固定型のみ） 

1)伝送速度       ・100Mbps 全二重 

2)伝送距離        ・UTP ｶﾃｺﾞﾘ 5 以上のｹｰﾌﾞﾙを使用して 100m 無中継

で通信可能であること。 

3) 適合規格     ・IEEE802.3u に準拠 

 



 

 

5. 光インタフェース装置（マルチパス伝送装置用） 

5-1 装置概要 

5-1-1 本装置は国土交通省防災ネットワークにおいて、マルチパス対応イーサネット

方式によるネットワークを構築するための装置である。本装置は拠点間における

光ファイバの伝送損失が 24dB 以上の接続区間において、拠点間を接続するための

装置である。 

 

5-1-2 本装置の要目は次のとおり。 

項 項目 仕  様 

1 端末収容インタフェース 10GBASE-SR 

2 拠点間接続 

インタ 

フェース 

適用波長 1.55μm 帯 

光送受信間レベル差 32dB 

適用光ファイバ ｼﾝｸﾞﾙﾓｰﾄﾞ(SM)または零分散ｼﾌﾄﾌｧｲﾊﾞ(DSF) 

 

5-1-3 構造・外囲条件 

(1) 構造    ・19 インチラックに搭載可能であること。 

(2) 電源  ・AC100V±10％ 50/60Hz  

または-DC48V 

(3) 温度    ・0℃～40℃ 

(4) 湿度    ・20％～80％（結露無きこと） 

(5) その他    ・電源 2重化が可能なこと。 

 

5-2 機 能 

5-2-1 基本機能 

(1) 端末収容インタフェース ・10GBASE-SR ×1ポート 

(2) 拠点間接続インタフェース 

① 接続ポート数  ・1 ポート 

② 適用波長    ・1.55μm帯 

③ 光送受信間レベル差  ・32dB 

(3) 装置監視機能 ・SNMP および RFC1213 準拠の標準 MIB をサポー

トしていること。 

・各種システム制御を Web ブラウザ等にて行える

機能を有すること。 

 

5-2-2 光出力自動低下、復旧機能 

拠点間接続インタフェースからの光出力レベルが IEC60825-2 に規定する安全

基準を超える場合は、光コネクタ抜けや光ファイバ断時に自動的に光出力レベル

を安全基準以下に低下させる機能を有すること。 

また、合わせて光出力自動低下機能動作後に、光ファイバ線路の復旧を監視し復

旧確認後に自動的に光出力を正規のレベルに復旧する機能を有すること。 



 

 

6.光中継増幅装置（マルチパス伝送装置用） 

6-1 装置概要 

6-1-1 本装置は国土交通省防災ネットワークにおいて、マルチパス対応イーサネット

方式によるネットワークを構築するための装置である。本装置は光インタフェー

ス装置（マルチパス伝送装置）または光中継増幅装置（マルチパス伝送装置用）

との接続により、ノード間で最大3スパンの長距離伝送を行うための装置である。 

 

 

6-1-2 本装置の要目は次のとおりとする。 

項 項目 仕  様 

1 中継方式 光中継伝送 

2 

中継インタ 

フェース 

適用波長 1.55μm 帯 

光送受信間レベル差 32dB 

最大スパン数 3 スパン 

適用光ファイバ ｼﾝｸﾞﾙﾓｰﾄﾞ(SM)または零分散ｼﾌﾄﾌｧｲﾊﾞ(DSF) 

伝送方路数 2 方路 

 

6-1-3 構造・外囲条件 

(1) 構造    ・19 インチラックに搭載可能であること。 

(2) 電源  ・AC100V±10％ 50/60Hz  

または DC-48V 

(3) 温度    ・0℃～40℃ 

(4) 湿度    ・20％～80％（結露無きこと） 

(5) その他    ・電源 2重化が可能なこと。 

 

6-2 機 能 

6-2-1 基本機能 

(1) 中継インタフェース 

① 適用波長    ・1.55μm帯 

② 光送受信間レベル差  ・32dB 

③ 接続方路数   ・2 方路 

(2) 装置監視機能 ・SNMP および RFC1213 準拠の標準 MIB をサポー

トしていること。 

・各種システム制御を Web ブラウザ等にて行える

機能を有すること。 
・主信号波長とは異なる波長を使用し、監視用回線に

て対向端局装置及び他の光中継増幅装置との監視･

制御通信を行う機能を有すること。 

 

6-2-2 光出力自動低下、復旧機能 

中継インタフェースからの光出力レベルが IEC60825-2 に規定する安全基準を

超える場合は、光コネクタ抜けや光ファイバ断時に自動的に光出力レベルを安

全基準以下に低下させる機能を有すること。 

また、合わせて光出力自動低下機能動作後に、光ファイバ線路の復旧を監視し

復旧確認後に自動的に光出力を正規のレベルに復旧する機能を有すること。 

 

 

 

 



 

 

7. トラフィックセンサ 

7-1 装置概要 

7-1-1 本装置はネットワーク集中制御に必要なトラフィックの可視化対応を行うため

の装置である。本装置をマルチパス伝送装置の WAN 方路に配置する事で、マルチ

パス伝送装置に処理負荷をかける事なく WAN 回線を通過する全フレームの収集が

行えること。 

 

7-1-2 本装置の要目は次のとおり。 

No. 項目 仕様 

1 接続インタ

フェース 
WAN 用 

（WAN メディア

種別に応じて選

択） 

・SR タイプ（IEEE802.3ae 準拠） 

・LR タイプ（IEEE802.3ae 準拠） 

・ER タイプ（IEEE802.3ae 準拠） 

・ZR タイプ（IEEE802.3ae 準拠） 

・SX タイプ（IEEE802.3z 準拠） 

・LX タイプ（IEEE802.3z 準拠） 

・ZX タイプ（IEEE802.3z 準拠） 

サーバ通信用 1000BASE-T（IEEE802.3ab 準拠）×1ポート 

SWBOX 制御用 RJ-45×1 ポート 

2 キャプチャ性能 20Gbps(10Gbps 全二重)以上 

3 トラフィック監視機能 トラフィックセンサの配置により WAN 方路を通過する

全フレーム情報を収集可能なこと。 

4  サーバ連携機能 MPE コントローラからの指示により、収集したトラフィ

ック情報の送信処理、再送処理が行なえること。 

5 構造 ラックマウント型 （EIA 規格、マウント金具含む） 

6 電源 AC100V または DC-48V 

 

7-1-3 構造・外囲条件 

(1) 構造    ・19 インチラックに搭載可能であること。 

(2) 電源  ・AC100V±10％ 50/60Hz  

または-DC48V 

(3) 温度    ・0℃～40℃ 

(4) 湿度    ・20％～80％（結露無きこと） 

 

7-2 機 能 

7-2-1 基本機能 

(1) トラフィック監視機能 ・WAN（10GBASE-R または 1000BASE-X）を通過す 

           るトラフィックの双方向フルキャプチャが可能 

                     なこと。 

(2) サーバ連携機能     ・MPE コントローラからの指示により、収集したト 

           ラフィック情報の送信処理、再送処理が行なえる 

           こと。 

(3) 装置監視機能     ・SNMP および RFC1213 準拠の標準 MIB をサポー

トしていること。 

・各種設定を Web ブラウザ等にて行える機能を有

すること。 

(4) 通信信用性の確保        ・スイッチボックスの導入により、本装置が故障停 

           止した場合にも主回線の運用には影響を与えない 

           こと。 
 

 



 

 

8. スイッチボックス 

8-1 装置概要 

8-1-1 マルチパス伝送装置の WAN 方路上にトラフィックセンサを設置する際に、本ス

イッチボックスを使用した接続により、トラフィックセンサ異常時にも主回線へ

の影響を回避可能なこと。 

 

8-1-2 本装置の要目は次のとおり。 

No. 項目 仕様 

1 接続メディアタイプ 

（トラフィックセンサを配置

するＷＡＮメディアタイプに

応じて選択） 

光 MMF タイプ 

・LC ｺﾈｸﾀ、MMF(50/125μm)、850nm×4 ポート 

光 SMF タイプ 

・LC ｺﾈｸﾀ、SMF(9/125μm)、1310nm、1550nm×4 ポート 

2 制御ポート RJ-45×1 ポート 

3 構造 ラックマウント型 （EIA 規格、マウント金具含む） 

4 電源 トラフィックセンサの制御ポートより給電可能なこと 

 

8-2 機 能 

8-2-1 基本機能 

(1) 回線切替機能 ・通常時にはトフィックセンサ経由でマルチパス

伝送装置 間の主回線が構成されること。 

・制御ポートの状態監視により、トラフィックセ

ンサの異常を即時検知可能なこと。 

・トラフィックセンサ異常時には、トラフィック

センサ経由の通信をスイッチボックス内部のバ

イパス回線に即時切替え可能なこと。  
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付図-1 ディジタル端局装置（マルチパス対応イーサネット方式）システム構成図例（光ループ構成時） 
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付図-2 ディジタル端局装置（マルチパス対応イーサネット方式）システム構成図例（無線ループ構成時） 
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付図-3 ディジタル端局装置（マルチパス対応イーサネット方式） システム構成図例（メッシュ構成時） 
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（MP 用） 

光伝送路 光伝送路 

マルチパ

ス伝送装

置（M） 

波長多重 

化装置 

（MP 用） 

マルチパ

ス伝送装

置（M） 

波長多重 

化装置 

（MP 用） 

マルチパ

ス伝送装

置（M） 

波長多重 

化装置 

（MP 用） 

マルチパ

ス伝送装

置（B） 

μ伝送路 μ伝送路 

無線 

接続部 

：本仕様書規定外装置 

波長多重化装置（MP 用） ：波長多重化装置（マルチパス伝送装置用） 

光中継増幅装置（MP/WDM）：光中継増幅装置（マルチパス伝送装置用 WDM 型） 

光 IF 装置（MP 用）    ：光インタフェース装置（マルチパス伝送装置用） 

光中継増幅装置（MP 用） ：光中継増幅装置（マルチパス伝送装置） 

マルチパス伝送装置（M）：マルチパス伝送装置（モジュール型） 

マルチパス伝送装置（B）：マルチパス伝送装置（固定型） 

無

線

機 

無

線

機 

無

線

機 

マルチパ

ス伝送装

置（B） 

マルチパ

ス伝送装

置（B） 

光 IF 

装置 

（MP 用） 

 

SB TR ：トラフィックセンサ ：スイッチボックス 

SB 

TR 

TR 

SB 

TR 

SB 

SB 

TR 

TR SB 

マルチパ

ス伝送装

置（M） 
SB 

TR 

SB 

TR 

SB 

TR 

SB 

TR 

SB 

TR TR SB 

SB 

TR 

マルチパ

ス伝送装

置（M） 

マルチパ

ス伝送装

置（M） 

無線 

接続部 無

線

機 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マルチパス伝送装置（M） 

 
 

 

 

 

無線中継局 

付図-4 マルチパス伝送装置（モジュール型） 標準構成図 

L2-SW 等 

L3-SW 

1000 

BASE-T 

L3-SW 

1000 

BASE-X 

･
･
･ 

L2-SW 等 

･
･
･ 

LAN/WAN 

1000 

BASE-SX 

1000 

BASE-SX 

･
･
･ 

･
･
･ 

光ﾌｧｲﾊﾞ(2 芯) 

 

 

 

光 IF 装置（MP 用） 

 
電源部 

注：本図は物理構成を規定するものではない 

凡例 ：本仕様書規定装置 ：本仕様書規定外装置 

10GBASE-

SR 
10GBASE-

SR 

･
･
･ 

10GBASE-

SR 
10GBASE-

SR 

10GBASE 

-ZR 

10GBASE-

SR 

光ﾌｧｲﾊﾞ(2 芯) 
10GBASE-

SR 
拠点間接続

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

 

 

 
光中継増幅装置（MP 用） 

→光アンプ→ 

←光アンプ← 

マルチパス 

伝送装置(M) 

光 IF 装置 

（MP 用） 

 

マルチパス 

伝送装置(B) 

10GBASE-

SR 

10GBASE-

SR 

 

 

 

 

 

マルチパス伝送装置(M) 

 

10GBASE-

SR 

10GBASE-

SR 

10GBASE-

SR 

10GBASE-

SR 

電源装置 

 

 

波長多重化 

装置（MP 用） 

 

基 

本 

部 

自律制御部 

10GBASE-

SR 

10GBASE-

SR 

10GBASE-

SR 

光ﾌｧｲﾊﾞ(2 芯) 

長距離光

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

 

光中継 

増幅装置 

(MP/WDM) 

マルチパス 

伝送装置(M) 

波長 

多重化 

装置 

（MP 用） 

 

ディジタル端局装置（マルチパス対応イーサネット方式） 

コントローラと連携 

10GBASE-ZR or ER or LR 

1000BASE-SX or LX or ZX 

L3-SW 

無線伝送路 

無 

線 

接 

続 

部 

6M-IF 

6M-IF 

1000BASE 

-T 

52M-IF 無 

線 

接 

続 

部 

6M-IF 

6M-IF 

52M-IF マルチパス 

伝送装置(M) 

 

集中制御部 

マルチパス伝送装置（M）：マルチパス伝送装置（モジュール型） 

マルチパス伝送装置（B）：マルチパス伝送装置（固定型） 

波長多重化装置（MP 用） ：波長多重化装置（マルチパス伝送装置用） 

光中継増幅装置（MP/WDM）：光中継増幅装置（マルチパス伝送装置用 WDM 型） 

光 IF 装置（MP 用）    ：光インタフェース装置（マルチパス伝送装置用） 

光中継増幅装置（MP 用） ：光中継増幅装置（マルチパス伝送装置用） 

ﾄﾗﾌｨｯｸｾﾝｻ機能 ﾄﾗﾌｨｯｸｾﾝｻ機能 

SB TR 

SB TR ：トラフィックセンサ ：スイッチボックス 

SB 

TR 

SB 

TR 

1000BASE 

-T 
L2-SW FWA FWA 

マルチパス 

伝送装置(B) 
無線伝送路 100M 100M 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マルチパス伝送装置（B） 

 

 

 

 

WAN 

 

L3-SW 

付図-5 マルチパス伝送装置（固定型） 標準構成図 

L3-SW 

LAN 
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BASE-X 
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BASE-X 

･
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光ﾌｧｲﾊﾞ(2 芯) 

 

 

 

光 IF 装置（MP 用） 

電源部 

注：本図は物理構成を規定するものではない 

凡例 

：本仕様書規定装置 

：本仕様書規定外装置 

1000BASE

-T 

1000BASE

-T 

10GBASE-

SR 

光ﾌｧｲﾊﾞ(2 芯) 

10GBASE-

SR 
拠点間接続

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

 

 

 
光中継増幅装置（MP 用） 

→光アンプ→ 

←光アンプ← 

光 IF 装置 

（MP 用） 

 

マルチパス 

伝送装置(B) 

電源装置 

基本部 

自律制御部 

ディジタル端局装置（マルチパス対応イーサネット方式） 

コントローラと連携 

10GBASE-ZR or ER or LR 

1000BASE-SX or LX or ZX 

無線伝送路 

・集中制御部 

・ﾄﾗﾌｨｯｸｾﾝｻ機能 

マルチパス伝送装置（B）：マルチパス伝送装置（固定型） 

波長多重化装置（MP 用） ：波長多重化装置（マルチパス伝送装置用） 

光中継増幅装置（MP/WDM）：光中継増幅装置（マルチパス伝送装置用 WDM 型） 

光 IF 装置（MP 用）    ：光インタフェース装置（マルチパス伝送装置用） 

光中継増幅装置（MP 用） ：光中継増幅装置（マルチパス伝送装置用） 

･
･
･ 

･
･
･ 

無線伝送路 ＦＷＡ 
ＦＷＡ 

マルチパス 

伝送装置(B) 

 
マルチパス 

伝送装置(B) 
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R 

 

 

 

マイクロ 

 

52M 

100BASE-

TX 

多重無線 多重無線 

マルチパス 

伝送装置(B) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図-6 光インタフェース装置（マルチパス伝送装置用）標準構成図 

光インタフェース装置（マルチパス伝送装置用）

光ｲﾝﾀﾌｪｰｽ部 

光ﾌｧｲﾊﾞ(2 芯) 

光ﾌｧｲﾊﾞ(2 芯) 

電源部 

電源装置 

監視制御部 

凡例 

：本仕様書規定装置 

：本仕様書規定外装置 

注： 本図は物理構成を規定する 

ものではない 

10GBASE-

SR 

 

マルチパス 

伝送装置 

 

拠点間接続 

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

ＬＡＮ経由で監視情報を取得可能 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図-7 光中継増幅装置（マルチパス伝送装置用）標準構成図 

光中継増幅装置（マルチパス伝送装置用） 

←光アンプ← 

10G ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

→光アンプ→ 

光ｲﾝﾀﾌｪｰｽ部 

光ﾌｧｲﾊﾞ(2 芯) 光ﾌｧｲﾊﾞ(2 芯) 

電源部 

電源装置 

監視制御部 

凡例 

：本仕様書規定装置 

：本仕様書規定外装置 

注： 本図は物理構成を規定する 

ものではない 

・監視ライン(インバンドで監視拠点 

にデータを伝送) 

・監視拠点から LAN 経由で監視情報を

取得可能 



    
 

 

 

付表-1 

機器構成品構成例（1/5） 

 

〔マルチパス伝送装置（モジュール型）〕 

品名 種別 規  格 単位 
基本 

構成 

選択 

構成 
備 考 

マルチ 

パス 

伝送装置 

（モジュ

ール型） 

本体 

・モジュール実装数：２枚以上 

・ﾊﾞｯｸﾌﾟﾚｰﾝ容量：500Gbps 以上 

・ﾊﾟｹｯﾄ転送能力：355Mpps 以上 

・電源二重化 

組 1  

 

 

 

 

 

 

リングプロテクションは物

理・論理トポロジがリング

限定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ディジタル端局装置（マル

チパス対応イーサネット方

式）コントローラとの連携

機能 

（自律制御） 

・多段接続機能（128 台以上） 

・障害迂回機能（リング、メッシュ） 

・スタック機能 

・障害復旧機能 

・優先制御機能（COS） 

・L2 設定機能 

・L2 自律動作機能（リング、メッシュ） 

・帯域制限機能 

・マルチキャスト抑制機能 

・端末収容機能（リンクアグリゲーション） 

・ジャンボフレーム対応 

・WEB 監視機能 

・装置追加/移設機能 

（集中制御） 

・コントローラ接続機能 

・論理設定機能 

・経路制御機能 

・構成情報管理機能 

・ミラーポート機能 

モ

ジ

ュ

｜

ル 

10GBAS

E-R 10GBASE-R(SFP＋)×12 ポート以上 枚  （1）  

1000BA

SE-X 1000BASE-X(SFP)×12 ポート以上 枚  （1）  

無線接

続部 
無線機 IF×2方路以上 枚  （1） WAN 方路用 

 

選択構成の（１）の実装については伝送容量及び伝送距離に応じて必要数を特記仕様書で規定する。 



    
 

 

 

付表-1 

機器構成品構成例（2/5） 

 

〔マルチパス伝送装置（固定型）〕 

品名 種別 規  格 単位 
基本 

構成 

選択 

構成 
備 考 

マルチ 

パス 

伝送装置 

（固定

型） 

本体 

・ｽｲｯﾁﾝｸﾞ容量：60Gbps 以上 

・ﾊﾟｹｯﾄ転送能力：40Mpps 以上 

・電源一重化または二重化 

組 1  

 

 

 

リングプロテクションは物

理・論理トポロジがリング

限定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ディジタル端局装置（マル

チパス対応イーサネット方

式）コントローラとの連携

機能 

（自律制御） 

・多段接続機能（128 台以上） 

・障害迂回機能（リング、メッシュ） 

・障害復旧機能 

・優先制御機能（COS） 

・6M マイクログループ化機能 

・L2 設定機能 

・L2 自律動作機能（リング、メッシュ） 

・帯域制限機能 

・マルチキャスト抑制機能 

・端末収容機能（リンクアグリゲーション） 

・ジャンボフレーム対応 

・WEB 監視機能 

・装置追加/移設機能 

（集中制御） 

・コントローラ接続機能 

・論理設定機能 

・経路制御機能 

・構成情報管理機能 

・トラフィックセンサ機能 

 

 



    
 

 

 

付表-1 

機器構成品構成例（3/5） 

〔マルチパス伝送装置用インタフェース〕 

品名 

種別 規  格 単位 
基本 

構成 

選択 

構成 
備 考 

10 ｷﾞｶﾞﾋﾞ

ｯﾄｲｰｻﾈｯﾄ

長距離ｲﾝ

ﾀｰﾌｪｰｽ 

10GBASE-ZR 個  （1）  

10 ｷﾞｶﾞﾋﾞ

ｯﾄｲｰｻﾈｯﾄ

中距離ｲﾝ

ﾀｰﾌｪｰｽ 

10GBASE-ER 個  （1）  

10 ｷﾞｶﾞﾋﾞ

ｯﾄｲｰｻﾈｯﾄ

短距離ｲﾝ

ﾀｰﾌｪｰｽ 

10GBASE-LR 個  （1）  

10 ｷﾞｶﾞﾋﾞ

ｯﾄｲｰｻﾈｯﾄ

局内ｲﾝﾀｰ

ﾌｪｰｽ 

10GBASE-SR 個  （1）  

ｷﾞｶﾞﾋﾞｯﾄ

ｲｰｻﾈｯﾄ中

距離ｲﾝﾀｰ

ﾌｪｰｽ 

1000BASE-ZX 個  （1）  

ｷﾞｶﾞﾋﾞｯﾄ

ｲｰｻﾈｯﾄ短

距離ｲﾝﾀｰ

ﾌｪｰｽ 

1000BASE-LX 個  （1）  

ｷﾞｶﾞﾋﾞｯﾄ

ｲｰｻﾈｯﾄ局

内ｲﾝﾀｰﾌｪ

ｰｽ 1 

1000BASE-SX 個  （1）  

局内ｲﾝﾀｰ

ﾌｪｰｽ 1 1000BASE-T 個  (1)  

無線機 IF

（52M） 
TTC JT-G957 個  (1) WAN 方路用 

無線機 IF

（6M） 
TTC JT-G703a 個  (1) WAN 方路用 

無線機 IF

（100M） 
100BASE-TX 個  (1) WAN 方路用 

 

選択構成の（１）の実装については伝送容量及び伝送距離に応じて必要数を特記仕様書で規定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



    
 

 

 

付表-1 

機器構成品構成例（4/5） 

 

〔光インタフェース装置（マルチパス伝送装置用）〕 

品名 種別 規  格 単位 
基本 

構成 

選択 

構成 
備 考 

光インタ

フェース

装置 

（マルチ

パス伝送

装置用） 

 

本体 

(1)端末収容ｲﾝﾀﾌｪｰｽ ×1 ポート 

・10GBASE-SR 

(2)拠点間接続ｲﾝﾀﾌｪｰｽ×1 ポート 

・適用波長：1.55μm 帯 

・光送受信間レベル差：32dB 

組 1  
監視制御部、電源 

部含む 

 
〔光中継増幅装置（マルチパス伝送装置用）〕 

品名 種別 規  格 単位 
基本 

構成 

選択 

構成 
備 考 

光中継

増幅装

置 
(マルチ

パス伝送

装置用) 

本体 

 (1)中継ｲﾝﾀﾌｪｰｽ×2 ポート 

・適用波長：1.55μm 帯 

・光送受信間レベル差：32dB 

組 1  
監視制御部、電源 

部含む 

 



    
 

 

 

付表-1 

機器構成品構成例（5/5） 

 

〔トラフィックセンサ・スイッチボックス（マルチパス伝送装置用）〕 

品名 種別 規  格 単位 
基本 

構成 

選択 

構成 
備 考 

トラフ

ィック

センサ

（マル

チパス

伝送装

置用） 

SR タイプ (1)接続ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

・10GBASE-SR×2 ポート（WAN 用） 

・1000BASE-T×1 ポート（サーバ通信用） 

（2）キャプチャ性能 

・20Gbps（10Gbps 全二重）以上 

組  （1）  

LR タイプ (1)接続ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

・10GBASE-LR×2 ポート（WAN 用） 

・1000BASE-T×1 ポート（サーバ通信用） 

（2）キャプチャ性能 

・20Gbps（10Gbps 全二重）以上 

組  （1）  

ER タイプ (1)接続ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

・10GBASE-ER×2 ポート（WAN 用） 

・1000BASE-T×1 ポート（サーバ通信用） 

（2）キャプチャ性能 

・20Gbps（10Gbps 全二重）以上 

組  （1）  

ZR タイプ (1)接続ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

・10GBASE-ZR×2 ポート（WAN 用） 

・1000BASE-T×1 ポート（サーバ通信用） 

（2）キャプチャ性能 

・20Gbps（10Gbps 全二重）以上 

組  （1）  

SX タイプ (1)接続ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

・10GBASE-SX×2 ポート（WAN 用） 

・1000BASE-T×1 ポート（サーバ通信用） 

（2）キャプチャ性能 

・2Gbps（1Gbps 全二重）以上 

組  （1）  

LX タイプ (1)接続ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

・10GBASE-LX×2 ポート（WAN 用） 

・1000BASE-T×1 ポート（サーバ通信用） 

（2）キャプチャ性能 

・2Gbps（1Gbps 全二重）以上 

組  （1）  

ZX タイプ (1)接続ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

・10GBASE-ZX×2 ポート（WAN 用） 

・1000BASE-T×1 ポート（サーバ通信用） 

（2）キャプチャ性能 

・2Gbps（1Gbps 全二重）以上 

組  （1）  

スイッ

チボッ

クス 

（マル

チパス

伝送装

置用） 

光 MMF タ

イプ 

(1)接続ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

・LC ｺﾈｸﾀ、MMF(50/125μm)、850nm×4

ポート 

・ﾄﾗﾌｨｯｸｾﾝｻ監視×1ポート 

組  （1）  

光 SMF タ

イプ 

(1)接続ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

・LC ｺﾈｸﾀ、SMF(9/125μm)、1310nm、

1550nm×4 ポート 

・ﾄﾗﾌｨｯｸｾﾝｻ監視×1ポート 

組  （1）  

 

選択構成の（１）の実装については伝送容量及び伝送距離に応じて必要数を特記仕様書で規定する。 
 


